
オープニングアクト
開会宣言
開会挨拶
歓迎挨拶
被爆者の訴え
来賓挨拶
活動報告
演奏
基調報告
ダンス
基調講演
平和の祈り

ＮＧＯ代表スピーチ

演奏
ＮＧＯ代表スピーチ

合唱
閉会

ハンドベル演奏／活水中学校・高等学校………「愛の夢」（リスト）
長崎市立江平中学校３年生　木原　祈り（きはら・いのり）
長崎市長　田上　富久
長崎県知事　中村　法道
池田　早苗

高校生平和大使と高校生一万人署名活動実行委員会
ドゥ・マルシェ（長崎平和特派員）………「平和の尊さをテーマに」
実行委員会委員長　朝長　万左男
かとうフィーリングアートバレエ………「長崎風情」（「ぶらぶら節2001」ダンスバージョン）
駐日ノルウェー王国大使館参事官　スノーフリッド・Ｂ・エムテルード
Ｖ・ファーレンによる「誓いの火」紹介
長崎県宗教者懇話会
参与・連帯事務局長（韓国）　イ・テホ
英米安全保障情報センター（BASIC）上級研究員及び核兵器再考プロジェクト長（アメリカ）
ウォード・ウィルソン
トロンボーン演奏／柴田　健一………「平和をテーマに」
ＩＫＶパックス・クリスティ（オランダ）　スージー・スナイダー
核時代平和財団会長（アメリカ）　　　　　デイビッド・クリーガー
長崎市立桜町小学校コーラス部・長崎少年少女合唱団・NHK 長崎児童合唱団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………「ビリーブ」他
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第５回  核兵器廃絶―
地球市民集会ナガサキ

2013年11月2日（土）～4日（月・休）　会場／長崎原爆資料館ホール・長崎市平和会館ホール

ナガサキ・ヒロシマの声
  ～いま世界を動かす核兵器の非人道性

開会集会 11月2日（土）　●開場／13：00～　●開演／14：00～　■会場／長崎市平和会館ホール

オープニングアクト

閉会挨拶
分科会・全体会議報告
歌
長崎アピール2013提案
歌
長崎アピール2013採択
閉会宣言
閉会

演奏／ドゥ・マルシェ（長崎平和特派員）　　　
　　　………「ともに平和を歩む喜びをテーマに」
　
各会議のコーディネーター
寺井　一通と被爆者歌う会「ひまわり」………「もう二度と」他
実行委員会事務局長　田崎　昇
ソプラノ独唱／納富　景子………「原子雲の下で」他

実行委員会副委員長　升本　由美子　

13：30

14：30

16：00

閉会集会 11月4日（月・休）　●開場／13：00～　●開演／13：30～　■会場／長崎原爆資料館ホール

※プログラムの内容は変更になる場合もあります。

地球市民集会ナガサキ 検索



■自主企画のご紹介

A

国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館地下2階交流ラウンジ
創価学会インターナショナル（SGI）、核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）　

パネル展示
「核兵器なき世界への連帯 - 勇気と希望の選択」
11月2日（土）～10日（日）●9：00～17：00

入場無料

入場無料

入場無料

参加費無料

※２日（土）のみ12:00～17:00

B

長崎原爆資料館地下1階平和学習室
核戦争防止国際医師会議（IPPNW）日本支部
IPPNW日本支部が、昨年8月に広島市で開催した世界大会の内容をポスターで紹介します。

ポスター展
「第20回核戦争防止国際医師会議（IPPNW）世界大会」報告
11月2日（土）～4日（月・休）●9：00～17：00

入場無料

※2日（土）は10：00～、4日（月・休）は～16：00

■ＮＧＯブース（11団体）

各地のＮＧＯが、日頃の活動を紹介するコーナーです。
ＮＰＯ法人ナガサキピースフィア貝の火運動／ＮＰＯ法人ピースデポ／公益財団法人長崎平和推進協会／
高校生一万人署名活動実行委員会／高校生平和大使／原水爆禁止長崎県協議会／創価学会青年平和委員会／
反核医師の会／ピースバトン・ナガサキ／枚方市平和の燈火（あかり）実行委員会／平和博物館を創る会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （五十音順）

11月2日(土)～4日（月・休）●9：00～17：00 長崎原爆資料館地下1階いこいの広場

後 援／ 朝日新聞社・共同通信社長崎支局・時事通信社長崎支局・長崎新聞社・西日本新聞社・日本経済新聞社長崎支局・毎日新聞社・読売新聞西部本社・
ＫＴＮテレビ長崎・ＮＢＣ長崎放送・ＮＣＣ長崎文化放送・ＮＨＫ長崎放送局・ＮＩＢ長崎国際テレビ・エフエム長崎・長崎ケーブルメディア

■第5回「核兵器廃絶-地球市民集会ナガサキ」
　　　　　　ＰＲポスター公募作品展

長崎原爆資料館地下2階円形パビリオン
今年5月～6月にかけて募集した集会のＰＲ用ポスター
デザインの全応募作品（62点）を展示します。

11月2日（土）～20日（水）

■紙芝居・朗読

長崎原爆資料館地下2階円形パビリオン
ピースバトン・ナガサキ

11月2日（土）、3日（日・祝）　●12：30～14：00
11月4日（月・休）　●12：00～13：30

3日（日・祝）　10:00～12:30
長崎原爆資料館ホール

コーディネーター

中村　桂子
（長崎大学核兵器廃絶
研究センター准教授）

非核の傘・非核兵器地帯を広げよう
南半球ではすべての国・地域が非核兵器地帯
にふくまれており、いわば「非核の傘」の下にあ
ります。一方、北半球では核抑止論や核の傘と
いう昔ながらの考えが多く支配しています。
「核の傘」で私たちの平和と安全が守られるの
でしょうか。北東アジアや中東などで非核兵
器地帯を広げるための議論をします。

3日（日・祝）　10:00～12:30
長崎市平和会館ホール

コーディネーター

芝野　由和
（長崎総合科学大学

准教授）

フクシマからナガサキを考える
2011年3月に発生した東日本大震災による
東京電力福島第一原子力発電所の事故は、日
本のみならず世界を放射線の恐怖に陥れまし
た。放射線被害の現状や住民の健康、生活の
不安など、さまざまな問題に目を向け、そのう
えで、改めて長崎の原爆被爆の問題を考えま
す。また被爆地の市民として福島の人々に対
して何ができるかについても話し合います。

3日（日・祝）　14:00～16:30
長崎原爆資料館ホール

コーディネーター

広瀬　訓
（長崎大学核兵器廃絶研究センター

副センター長、教授）

核兵器禁止の法的枠組みをめざして
2010年ＮＰＴ再検討会議の最終合意文書で
は、国連事務総長の「核兵器禁止条約の交渉」
と「相互に補強しあう別々の条約の枠組みに
関する合意の検討」の提案に留意しています。
核兵器のない世界の実現と維持のために必要
な法的枠組みとはどのようなものなのか、議
論や交渉の現状について意見を交わします。

4日（月・休）　10:00～12:00
長崎原爆資料館ホール

コーディネーター

川崎　哲
(核兵器廃絶国際

キャンペーン共同代表)

核兵器の非人道性を基礎に、世界
はこれから何をなすべきか
今、世界では、核兵器の非人道性に改めて注
目して核兵器廃絶を目指そうという動きが活
発になってきています。この動きを活用しなが
ら、国際社会は何をなすべきか、そして私たち
市民社会はどのような運動に取り組むべきか
について考え、話し合います。

3日（日・祝）　14:00～16:30
長崎市平和会館ホール

11.3 実行委員会
ナガサキの声・継承する若者たち
原爆投下から68年が経ち、被爆者は高齢化が進んでいます。そ
ういう状況の中、被爆者の生の声を聞くことができる、最後の世
代とも言われる若者たちが、被爆者の思いをつなぐとともに、核
兵器をめぐる世界の現状を学び、二度と戦争が起こらないよう、
そして核兵器が二度と使われないよう、何をすべきかについて被
爆地長崎で考え、発信していきます。

分科会１ 分科会２

分科会３

全体会議

分科会４


